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１.知覧武家屋敷コットンファームの活動
種まきに向けて準備万端
4 月の種まきに向けて畑の草取りと元肥を入
れて耕しました。2 月に 1 度耕して、草取りもし
ましたが春になりあっという間に草ぼーぼーに。今
まで元肥は入れたことがなかったのですが今年は
さらに収穫量を増やしたいのでより丁寧に栽培し
てみたいと思います。今年は暖かくなるのが早かっ
たので例年はゴールデンウィーク頃に種まきをしま
したが少し早めに蒔こうと思います。

3 月の糸紡ぎワークショップ
●小学生モニターにお越しいただきました
学習旅行の体験受入に向けてお子さんにモニターとして体験に来て頂きました。
1 月は小学生の女の子でしたが、今月は小学生の男の子です。体験して頂いた
感じでは特に男の子と女の子の差は無いように感じましたが、今までは大人の方が
対象だったので興味の対象や集中力に差があるように感じましたので、体験に参
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加して下さる方によって臨機応変に内容を変えられるよう工夫が必要だと感じまし
た。いろんな方と糸紡ぎをする機会が増えるにつけ思うのは自分の伝えたい事だけ
相手に押し付けても相手にとって満足のいく結果にならない事。コミュニケーションを
とりながら参加して下さる方の好奇心に応えて行きたいなと思いますがこれはもう経
験しかないと思いますのでこれからも出来るだけ多くの方に参加いただけるよう呼び
かけをしていきたいと思います。

ゴールデンウィークは知覧武家屋敷三宅邸で綿くりワークショップ
4 月 24・25・29 日、5 月 1～５日 （10 時から 16 時）
＊綿くりとは収穫した棉を綿繰り機という機械を使い種と綿に分ける作業です。小
さなお子様から年配の方までどなたでも簡単に作業を行うことが出来ます。所要
時間 2～3 分程度。参加費は無料で行いますので是非お立ち寄りくださいませ。

●鹿児島空港 PR イベント
鹿児島空港で行われた観光の PR イベントに参加させて
頂きました。久々の多くの人の前に出るイベントでしたので
少し緊張しました。以前に比べたら乗降のお客さまは少な
いように感じましたがその分お声掛けなどがやり易かったよう
に思います。会場は到着ロビーの目の前でしたので、到着
された方はもちろんのこと、家族のお出迎えの方も多くきて
おり「武家屋敷に行った来たよ」とお声をかけて頂いたりして
嬉しかったです。遠出が出来ない現状ですので県内や近く
の方にも何度でも足を運んでいただけるような仕掛けを作って行きたいなと思いまし
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た。実際にお客様と話すことでこれからの課題など見えてくるものがたくさんあるなと
感じました。
２.研修
与論島で芭蕉布の糸紡ぎ・織り体験をさせて頂きました。与論島の芭蕉布の
製造技術が昨年国の重要無形民俗文化財に指定されました。芭蕉布と言えば
呉服業界に携わっていた私にとってあこがれの布です。与論でただ一軒残る芭蕉
布の技術を継承されている菊さんにご指導頂く事が出来ました。植物を育て糸を
作り、布を織り上げる。私なんかはまだまだ足元にも及びませんが自分で材料から
作るという事、そしてその技術を人に伝えるという事を学びたいと思いました。伺って
みて反物をたくさん織って売るために芭蕉布を作っているのではなく自然から頂いた
ものを出来た分だけ作る。昔の人はそうして生活をしていたという事を続けてそれが
絶えてしまわないように伝えているという姿にとても感銘を受けました。反物を一つ
織り上げるまでに材料を確保するため 3 年以上かかることもあるそうです。そんな
菊さんの姿を見て無理に人に価値観を押し付けずに見る人がその姿を見てそれぞ
れに受け取ればいいのだと思いました。そしてやっぱり自然から材料を頂き、丹精
込めて作られた物というのは唯一無二の美しさだと思います。自分も東京から鹿
児島に移住して日々そのようなものに触れることが出来る生活がほんとに有り難い
ことだと感じています。


